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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

受験番号 

問題番号  Ⅰ －      

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

 

１ ． 多 面 的 な 課 題 と そ の 観 点  

（ １ ） い か に Ｄ Ｘ 技 術 を 活 用 し や す い 環 境 を つ く る か  

 地 方 自 治 体 工 事 の 多 く は 中 小 建 設 企 業 が 受 注 し て い

る ① 。 技 術 者 不 足 の 深 刻 化 に よ り 受 注 者 は 多 能 工 に 追

わ れ 、 Ｄ Ｘ 技 術 の 必 要 性 を 理 解 し つ つ も 運 用 に 踏 み 切

れ て い な い 企 業 が 多 い ② 。 そ の た め 、 技 術 基 準 の 拡 大

等 に よ り 直 接 的 な 導 入 メ リ ッ ト を 明 確 化 す る こ と が 重

要 ③ で あ る 。 よ っ て 、 生 産 性 向 上 の 観 点 か ら Ｄ Ｘ 技 術

を 活 用 し や す い 環 境 づ く り が 課 題 ④ で あ る 。  

 

① 中小企業にスポットライトを当てる必要がありますか。ストック効果最大化の本質からズレてし

まうように感じます。問題文が求めているのは、インフラ DX、ストック効果最大化、限られた人

員・予算の中での戦略的維持管理、インフラの信頼性・安全性の確保です。これらは、建設業界

全般の課題であり、スケールを小さくする意図が分かりません。 

② 多能工で忙しいとなぜ DX 導入ができないのでしょうか。忙しいならむしろ DX で効率化したいの

ではありませんか。なぜそう考えたのか、因果関係を説明しないと読み手は理解できません。DX

導入を阻む環境を書かないと結論への橋渡しができませんよ。 

④ 技術基準が何か不明。それがなぜメリットの明確化になるのかも不明。さらに、導入に踏み切れ

ないとの因果関係も不明。さらに結論の環境づくりがメリットの明確化なら、もう答えが出てい

ます。論理の橋渡しができていないとともに、説明不足が多すぎます。キーワードを並べるだけ

でなく、課題の構造をしっかりと説明することに力点を置きましょう。 

⑤ 生産性向上が突如として出てきます。これまでの説明は、生産性を上げたいという目的ではな

く、中小企業が導入に踏み切れないからです（理由は不明）。あるいは、メリットが明確化され

ていないからです。文脈を無視した観点です。しかも、課題もこれまでの説明を読んでも「環境

づくり」がどのような行動なのか分かりません。 
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（ ２ ） い か に 民 間 活 力 を 活 用 す る か  

 地 方 自 治 体 の 技 術 者 不 足 が 深 刻 化 す る 中 、 限 ら れ た

人 員 で ス ト ッ ク 効 果 を 発 現 す る こ と が 求 め ら れ て い る

⑥ 。 そ の た め 、 官 民 連 携 手 法 を 活 用 し 民 間 の 技 術 力 と

デ ジ タ ル 基 盤 を 社 会 資 本 に 取 り 込 む こ と が 重 要 で あ る

⑦ 。 よ っ て 、 運 用 面 の 観 点 か ら 民 間 活 力 の 活 用 が 課 題

⑧ で あ る 。  

 

（ ３ ） い か に Ｉ Ｃ Ｔ 人 材 を 確 保 す る か  

 イ ン フ ラ へ の 信 頼 性 ・ 安 全 性 の 確 保 に は 、 Ｄ Ｘ 技 術

に よ り 省 力 化 ・ 省 人 化 し つ つ 持 続 的 に 取 り 組 む こ と が

重 要 で あ る ⑨ 。 し か し 、 デ ー タ を 扱 え る 人 材 が い な い

⑥ 「地方公共団体では技術系職員の減少や財政制約が深刻化しており、・・・インフラの信頼性・

安全性を確保することが求められている」と問題文にありますので、同じことを説明してしまっ

ています。書くべきは、あなたの分析です。 

⑦ これまた盛大に飛躍しています。「ストック効果」と「民間活力」が因果関係として成立してい

ません。ストック効果とは本来、維持管理の効率化、長寿命化、ライフサイクルコスト削減など

の話であり、民間活力の活用と直接結びつくものではありません。技術者不足 → 民間活力活用 

の間に必要な論理の橋渡しがが必要です。技術者不足なら、まずは人材確保や業務効率化の話で

は？なぜ突然「民間活力」なのか？といった疑問が生じます。論理の接続が完全に欠落していま

す。 

⑧ 運用面とありますが、何の運用なのでしょうか。課題の上位概念であることの説明がなく、どの

ような見方をしているのかが分かりません。また、この課題では、前述の内容を繰り返している

だけに見えます。「官民連携は重要である」だから「民間活力の活用が課題」では、ただの“言い

換え”でしかありません。 
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こ と 等 か ら 取 り 組 め て な い 企 業 も 多 い ⑩ 。 よ っ て 、 体

制 面 の 観 点 か ら Ｉ Ｃ Ｔ 人 材 の 確 保 が 課 題 ⑪ で あ る 。  

 

２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 中 小 建 設 企 業 へ の 普 及 促 進 が 図 ら れ る た め ⑫ 、 「 い

か に Ｄ Ｘ 技 術 を 活 用 し や す い 環 境 を つ く る か 」 を 最 重

要 課 題 に 選 定 し 、 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。  

 

（ １ ） 出 来 形 管 理 基 準 の 適 用 拡 大  

 Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た 新 た な 出 来 形 管 理 基 準 を 整 備 す る

⑬ 。 例 え ば 植 栽 基 材 吹 付 工 で は 、 吹 付 前 の 現 況 法 面 と

植 生 基 材 吹 付 完 了 後 の 出 来 形 を Ｔ Ｌ Ｓ で 面 的 に 計 測 す

⑫ なぜ中小企業への普及が図られると最重要になるのでしょう。これは、この課題の効果にすぎ

ず、選択の理由になっていません。最重要課題を選ぶには、導入が進まない主要因である、他の

課題より影響度が大きい、解決しないと他の施策が機能しないといった理由が必要です。 

⑨ これも「デジタル技術を活用してストック効果を最大化しつつ、インフラの信頼性・安全性を確

保することが求められている」問題文の背景を別の言葉で言い換えただけで、新しい分析がゼロ

です。 

⑩ 取り組めていない企業が多いとしていますが、なぜ人材がいないのか、なぜ育成できていないの

か、なぜ採用できないのか、なぜ外部委託できないのかといった説明がないので、なぜ取り組め

ていないのかという“問題の本質”が完全に欠落しています。つまり、課題を説明せずに「課題で

ある」と言っているだけに見えます。これでは、ただの主観でしかありません。 

⑪ これも前項の課題と同じで、体制面の観点といわれても、前述にその示唆がなく、なぜ体制なの

か、どんな体制なのか全く分かりません。さらに、人材がいないだから人材確保が課題では、議

論が一歩も進んでいません。 
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る 。 点 群 の 差 分 か ら 植 栽 吹 付 厚 さ を 管 理 で き る こ と で 、

人 力 計 測 作 業 を 省 略 す る ⑭ 。 作 業 工 数 削 減 等 の 効 果 を

明 確 化 に す る こ と で 、 導 入 機 会 を 創 出 ⑮ す る 。  

 

（ ２ ） 新 た な 品 質 管 理 手 法 の 適 用  

 Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 に 対 応 し た 品 質 管 理 基 準 と 規 格 値 を 適 用

す る ⑰ 。 例 え ば 舗 装 工 で は 、 プ ル フ ロ ー リ ン グ 時 に Ｇ

Ｎ Ｓ Ｓ ア ン テ ナ や ３ 次 元 カ メ ラ に よ り 測 定 し 、 地 盤 の

変 形 量 を リ ア ル タ イ ム 計 測 で 帳 票 に 自 動 記 録 す る ⑰ 。

従 来 、 複 数 人 に お る 目 視 確 認 等 が 求 め ら れ て い た 作 業

が オ ペ レ ー タ ー と シ ス テ ム 管 理 者 の ２ 名 で 実 施 で き る

た め 、 小 規 模 な 建 設 企 業 で も 導 入 可 能 と な る ⑱ 。  

⑬ 「出来形管理基準を設ける理由」が書かれていません。また、課題の上流にある題意「インフラ

ストックの活用」と完全にズレてしまっています。 

⑭ これも課題の上流にある題意「インフラストックの活用」と関連性が低い例示になっています。

何のために ICT を使うと言っているのか？省力化は副次効果であって目的ではないのでは？つま

り、省力化だけに焦点が当たり、題意の“維持管理の高度化”に全く触れていませんね 

⑮ 本来、出来形管理基準の拡大は、点群データの蓄積、維持管理データとの連携、経年変化の把

握、ストック効果の最大化といった 維持管理の高度化に直結するはずです。しかし、この解答で

は、「工数削減できる」だけです。これでは、本来の価値（維持管理の高度化）を完全に取り逃

しています。また、導入が進まない理由は本来、基準が狭い、適用範囲が限定されている、デー

タ活用の仕組みがないといった 制度的・技術的障害 であり、工数削減の説明だけで導入が進む

わけではないと考えます。 
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（ ３ ） イ ン フ ラ 通 信 環 境 の 整 備  

 バ ッ ク オ フ ィ ス か ら の 遠 隔 支 援 や 遠 隔 安 全 管 理 を 円

滑 に 行 え る よ う ロ ー カ ル ５ G を 整 備 す る ⑲ 。 こ れ に よ

り 、 現 場 監 督 員 の 省 力 化 が 図 ら れ る と と も に 、 工 数 や

作 業 員 の バ イ タ ル チ ェ ッ ク な ど も 可 能 と な る ⑳ 。 さ ら

に 、 ３ 次 元 モ デ ル 等 の 大 容 量 デ ー タ を 円 滑 に 利 活 用 で

き る よ う 、 長 距 離 伝 送 用 の 光 フ ァ イ バ ー 網 に  1 0 0 G b p s  

対 応 の 伝 送 装 置 を 増 設 し 、 高 速 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 す

る 。 ４ Ｋ 動 画 を リ ア ル タ イ ム で や り と り で き る よ う に

な る こ と で 、 遠 隔 支 援 や 品 質 管 理 の 高 度 化 を 図 る ㉑ 。  

⑯ これもなぜ適用するのか理由がないですし、題意「インフラストックの活用」ともズレていま

す。「品質管理」と「維持管理の高度化」の因果関係を示すべきです。 

⑰ これは、技術の種類（TLS→GNSS/3D カメラ）と工種（法面→舗装）が違うだけで、論理構造は完

全に同じです。これは「別の工種で同じ話をしているだけ」で、課題の深掘りにも解決策の多様

化にもなっていません。 

⑱ また、省力化の話になっています。課題は省力化ではなく、ＤＸ技術を活用しやすい環境づくり

ですよ。導入が進まない理由は本来、基準が ICT に対応していない、データ活用の仕組みがな

い、コストが高い、技術者がいないといった構造的な障害ではありませんか。人数が減るだけで

導入が進むわけではありません。結局、これら（最初の解決策を含む）は、ICT 技術の活用事例に

すぎず、ＤＸ技術を活用しやすい環境づくりといった課題に対する解決策になっていません。 
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３ ． 新 た な リ ス ク と そ の 対 応 策  

 通 信 障 害 の 発 生 に よ り 、 建 機 等 の 操 作 が 不 可 能 と な

り 作 業 が 停 止 す る リ ス ク が あ る ㉒ 。 ま た 、 同 期 不 良 に

よ り 温 度 や 深 度 等 の モ ニ タ リ ン グ デ ー タ が 途 切 れ 品 質

が 判 断 で き な く な る リ ス ク が 生 じ る 。  

 対 応 策 と し て 、 デ ー タ 管 理 の 冗 長 化 を 推 進 す る 。 具

体 的 に は 、 現 場 デ ー タ 等 は ロ ー カ ル 保 存 と ク ラ ウ ド 保

存 を 併 用 し 復 旧 後 に 自 動 同 期 で き る よ う に す る 。 デ ー

タ サ ー バ は Ｒ Ａ Ｉ Ｄ 構 成 と し 、 冗 長 性 の 向 上 を 図 る 。

通 信 に つ い て は 、 ５ Ｇ と 衛 星 通 信 の 併 用 や メ ッ シ ュ ネ

ッ ト ワ ー ク に よ り 安 定 的 な 通 信 を 実 現 さ せ る ㉓ 。  以

上 ㉔  

⑲ これはようやく環境づくりに関する解決策と言えるのですが、行動の目的を書くべきです。 

⑳ また省力化になっています。さらになぜそれらのチェックが必要なのでしょう。繰り返しになり

ますが、解答すべき解決策は、DX 技術を活用しやすい環境づくり、インフラストックの活用（維

持管理の高度化）です。にもかかわらず、ここでもまた、人が減る、工数が減るという “省力化

の話” にすり替わっています。 

㉑ 手段は異様に詳細なのに、目的の説明が浅いです。なぜ 3 次元なのか、なぜ 4K 動画なのか、品質

管理の高度化とは何かが書かれていません。設備の話に偏重し、本来説明すべき“DX 環境整備”が

書かれていないのは、論理構造として致命的です。 
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４ ． 必 要 な 要 件 と 留 意 点  

技 術 者 倫 理 の 観 点  

Ｄ Ｘ 環 境 の 整 備 に 際 し 、 公 衆 の 安 全 ・ 健 康 ・ 福 利 を

最 優 先 と す る こ と が 要 件 で あ る ㉕ 。 ま た 、 情 報 技 術 の

活 用 に あ た り 、 関 連 法 令 や ガ イ ド ラ イ ン を 遵 守 す る 。

工 期 や コ ス ト を 優 先 す る あ ま り 、 不 完 全 な シ ス テ ム や

技 術 基 準 を 構 築 し 、 公 衆 に 不 利 益 を も た ら す こ と が な

い よ う 留 意 す る ㉖ 。  

社 会 の 持 続 性 の 観 点  

環 境 の 保 全 を 最 優 先 と す る こ と が 要 件 で あ る ㉗ 。 電

源 に は 再 エ ネ 電 力 の 活 用 を 推 進 し 、 温 室 効 果 ガ ス の 排

出 を 抑 制 す る ㉘ 。 ま た 、 留 意 点 は 、 ク ラ ウ ド 等 の 電 力

消 費 量 を 算 出 ・ 可 視 化 し 、 省 エ ネ や 節 電 対 策 を 強 化 す

る こ と で 、 Ｃ Ｎ 社 会 の 構 築 に 貢 献 す る こ と で あ る ㉙ 。  

㉒ 全体的に良い感じなのですが、通信障害の発生により作業が停止するリスクは、従来から存在す

るリスクです。「DX 化により施工・品質管理がリアルタイムデータに依存するため、通信障害は

従来以上に作業停止リスクを高める」「モニタリングデータの欠損は、施工品質の客観評価や維

持管理データの蓄積に直接的な支障をきたす」といった具合に新たなリスクに書き直す必要があ

ります。 

㉓ 対応策が「技術対策」に偏りすぎに見えます。もちろん良いのですが、DX のリスク対応は本来、

運用面（データ欠損時の代替手順、フェールセーフ運用）、体制面（通信障害時の責任分担、復

旧手順の標準化）、教育面（現場職員への障害対応訓練）こうした“非技術的対策”を 1 つでも入

れると良い仕上がりになると思います。 

㉔ 誤記？ 
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以 上  

 

㉕ これは正しいのですが、上記の業務とどう関係するのかが書かれていません。もう少し、シーン

を具体化すると良いでしょう。 

㉖ これも正しいが、抽象的すぎます。リスク情報の開示、システムの検証・妥当性確認、フェール

セーフ設計、第三者レビューの実施など、行動レベルの指針があると加点が狙えます。 

㉗ これも㉕と同様。 

㉘ これも、なぜ DX 環境整備で必要なのかの説明が不足しています。つまり、要件の“必然性”が弱い 

です。 

㉙ 「社会の持続性」の論点が環境に偏りすぎています。社会の持続性は本来、環境、経済、社会

（地域・人材・公平性）の 3 本柱です。しかし、ここでは「環境」だけに偏っているので、DX 導

入による地域格差・デジタルデバイド・人材育成といった社会的持続性の論点を書くとより良い

でしょう。 

 


